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１ 在籍者数（令和２年４月８日現在） 

【高校全日制（普通科）】 
１年生 ２年生 ３年生 合 計 

男 
127 

女 
135 

男 
115 

女 
118 

男 
129 

女 
146 

男 
371 

女 
399 

２６２ ２３３ ２７５ ７７０ 

【高校定時制（普通科）】 
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 合 計 

男 
11 

女 
6 

男 
7 

女 
2 

男 
3 

女 
4 

男 
4 

女 
0 

男 
25 

女 
12 

１７ ９ ７ ４ ３７ 

【附属中学校】 
１年生 ２年生 ３年生 合 計 

男 
33 

女 
47 

男 
31 

女 
48 

男 
44 

女 
36 

男 
108 

女 
131 

８０ ７９ ８０ ２３９ 

 

２ 学校の沿革 

本校は、明治３６年に開校した熊本県立熊本中学校玉

名分校（明治３９年に熊本県立玉名中学校として独立）

と、明治４５年に開校した熊本県玉名郡立実科高等女学

校（大正１２年に熊本県立高瀬高等女学校と改称）を前

身に、昭和２３年の学制改革により熊本県立玉名高等学

校となりました。平成２３年には玉名高等学校附属中学

校を併設し、本年度（令和２年度）創立１１７年目を迎

えました。 

卒業生数は４万人を超え、なかには、日本人初のオリ

ンピック選手としてストックホルム大会に出場した金栗

四三、映画「男はつらいよ」シリーズに柴又帝釈天の住

職役で出演した笠智衆、「念ずれば花ひらく」をはじめ

数多くの詩を残した坂村真民などの著名人も輩出してい

ます。 

 

３ 教育方針および教育目標 

校訓「至誠・剛健・進取」の具現化に努め、「徳・

体・知」の調和がとれた全人教育をめざします。 

「夢実現・未来への挑戦」をスローガンに掲げ、自ら

学び考える創造性と情熱豊かな生徒の育成、他の人も自

分も大切にする生徒の育成、故郷や日本、世界に貢献し

ようとする生徒を育成します。 

 

４ 重点課題と取組 

  高校（全日制）では、生徒の８割以上が４年制国公立大

学進学を希望している状況のもと、「県内有数の進学拠

点校として、心を育て、全国難関大等への進学を実現」

することを重点課題として取り組んでいます。 

  本年度、附属中学校は開校１０年目の節目を迎えまし

た。併設型中高一貫教育校の特性を生かした「先取り学

習指導」や「深さや広さを追究する学習指導」につい

て、中高の連携・接続をより一層深めるため、令和３年

度から高校に「特進クラス」を設置します。 

  高校（定時制）では、「働きながら学ぶ」生徒一人一人

の個性を大切にして、①健全な心身の育成、②学力の向

上と進路指導の充実、③地域や保護者に信頼される学校

づくりに取り組んでいます。 

 

５ 教育活動の特色 

【体育祭】 

高校全日制と附属中学校の合同で、５月に開催されま

す。生徒会役員や応援団の生徒がリーダーシップを発揮

し、生徒自ら作り上げる玉高の伝統行事です。なかでも

高校生が作り上げる「人文字」は有名で、毎年大勢の皆

様が楽しみに来校してくださいます。 

 

 

「白亜の殿堂」と呼ばれる本館（文化庁登録有形文化財） 

伝統の人文字「ＧＯＧＯ玉名」 

玉高キャラクター 

わかごまる 



 【海外研修】 

  夏休み期間中、希望

者を募って、カナダの

バンクーバーで海外研

修を実施しています。

異文化を理解すること

やグローバルな視点で

物事を考えることの大

切さなど、多くのことを「実感」して帰国します。自ら

を振り返り、家族や周囲の人々への感謝の気持ちが高ま

るなど、人としての大きな成長を遂げる機会にもなって

います。 

 

【若駒祭】（文化祭） 

毎年９月、高校全日制、定

時制および附属中学校の合同

で２日間にわたり開催されま

す。約３か月に及ぶ準備時間

をともに過ごすことで玉高・

玉附生としての一体感を高め

ていきます。そして、若駒祭

当日には、青春のエネルギー

が爆発します。 

 

【キャリア教育の取組】 

  職業観や勤労観を育み、将来の目標を明確化する機会と

するため、国内外で活躍されている方々を招き、「キャ

リア教育講演会」を年２回開催しています。これまで、

林修氏（東進ハイスクール講師）や池上彰氏（ジャーナ

リスト）などの著名人にも来校していただき、貴重なお

話を伺うことができました。その他にも、本校を卒業し

た現役大学生による講話「若駒キャリア塾」や、大学の

先生による講義「一日若駒大学」なども開催し、生徒の

「夢の実現」に向けたサポートを行っています。 

 

６ 主な進路先（令和元年度の実績） 

【高校全日制】 

  ＜国公立大学＞ 

東京大（２年連続現役合格）、大阪大、神戸大、東京学芸大 

静岡大、広島大、山口大、高知大、九州大（医学部医学科含

む）、九工大、佐賀大､長崎大、熊本大、大分大、鹿児島大、

琉球大、神戸市立外大、北九州市立大、熊本県立大 など 

＜私立大学＞ 

慶應義塾大、早稲田大、東京理科大、青山学院大、立教大 

中央大、法政大、同志社大、立命館大、関西学院大 

西南学院大、福岡大、崇城大、熊本学園大 など 

＜準大学＞ 

防衛大、水産大 など 

【高校定時制】 

＜進 学＞ 

崇城大、熊本総合医療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院、ＫＣＳ福岡情報専門学校 など 

  ＜就 職＞ 

    地元企業 など 

７ 部活動等について 

【高校全日制】 

 体育系部活動が１９、文化系

部活動１７があります。令和元

年度の実績としては、水泳部、

ギター部が九州大会に、音楽

部、箏曲部、書道部、百人一首

部が全国大会に出場しました。

また、コロナウイルス感染症の

拡大にともない中止となった第

４４回全国高等学校総合文化祭

や、第９回科学の甲子園全国大

会の出場権を獲得するなどの活

躍もみられました。 

   

【高校定時制】 

 令和元年度の実績としては、

熊本県高等学校定時制通信制総

合体育大会で、剣道男子が優勝

し、全国大会に出場しました。 

 

【附属中学校】 

 体育系部活動が９、文化系部

活動が７あります。なかには高

校生徒一緒に活動する部活動が

あることも附属中学校の特色で

す。令和元年度は、玉名荒尾中

体連大会で、剣道個人の部で優

勝、音楽部が九州合唱コンクー

ル出場、科学の甲子園ジュニア

全国大会出場などの実績を残し

ました。 

   


